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安全のために

本製品を安全に使用するために、以下の事項を必ず守ってください。 これらの事項が守られていない場
合、 感電、 けが、 火災、 故障などの原因になり ます。

表示の意味は次のよ うになっています。 内容をよ く理解してから本文をお読みください。

異常時の処理について

取り扱いについて

警告 ! データの消失やお使いの機器への損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

重要 : 操作上の損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

警告 この表示の注意事項を守らないと、火災、感電などによ り死亡や大けがなど人身事故の原因とな

り ます。

注意 この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によ りけがをした り、データや通信の消

失、物的損害の発生する可能性があ り ます。

警告

万一、内部に水などが入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト から抜いて販売店にご連絡

ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因となり ます。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト から抜いて販売店にご連絡く

ださい。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

万一、煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り

ます。すぐに電源アダプタ本体をコンセン ト から抜き、煙が出な くなるのを確認して販売店に修

理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。

万一、本装置を落と した り、ケースを破損した場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト から抜い

て、販売店にご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

電源コードが痛んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用す

る と火災・感電の原因とな り ます。

警告

本装置に水が入った り しないよ う、またぬら さないよ うにご注意ください。火災、感電、故障の原

因となり ます。

本装置の上や近くに花びん、植木鉢、コ ップ、化粧品、薬品や水などの入った容器または小さな金

属物を置かないでください。こぼれたり中に入った場合、火災、感電、故障の原因とな り ます。

弊社の指示がない限り、本装置を分解、改造しないで ください。火災、感電、故障の原因とな り ま

す。

弊社の指示がない限り、本装置のケースを外さないでください。電源部や内部に触れる と火傷、感

電、故障の原因とな り ます。

ぬれた手で本装置を操作しないでください。火災、感電、故障の原因となり ます。

注意 移動させる場合は、電源アダプタをコンセン ト から抜き、回線コードなど外部の接続線をはずし

たこ とを確認の上、行ってください。コードが傷つき火災、感電の原因となるこ とがあ り ます。
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電源について

設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタをコンセン トから抜いて行ってください。

警告

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電、故障の原因とな り ます。

電源アダプタはコンセン トに確実に差し込んでください。電源アダプタ（プラグ）の刃に金属な

どが触れる と火災・感電の原因となり ます。

ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因とな り ます。

タコ足配線はしないでください。火災、過熱の原因とな り ます。

電源コードを傷つけた り、破損した り、加工した り、無理にまげた り、ねじった り しないでくださ

い。重いものをのせた り、加熱した り、引っ張った りする と電源コードが破損し、火災、感電の原

因になり ます。

近くに雷が発生したと きは、電源アダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使用をお控え くださ

い。雷によっては火災、感電、故障の原因とな り ます。

注意

電源アダプタを抜く と きは、必ず電源アダプタ本体を持ってぬいて ください。電源コードを引っ

張る と コードが傷ついて火災、感電の原因となるこ とがあ り ます。

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて火災、感電の原因となるこ

とがあ り ます。

注意

直射日光の当たる と ころや温度の高いと ころに置かないでください。内部の温度が上がり、火災

の原因となるこ とがあ り ます。

湿気やほこ りの多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因となるこ とがあ り ます。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる よ う な場所には置かないで ください。火災、感

電、故障の原因となるこ とがあ り ます。

ぐ らついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないで ください。落ちた り、倒れた り し

て、けがの原因となるこ とがあ り ます。

振動、衝撃の多い場所に置かないでください。落ちた り、倒れたり して、けがの原因となるこ とが

あ り ます。

注意

アルコール、ベンジン、シンナーなど、揮発性のものは使わないでください。変色、変形、変質や故

障の原因とな り ます。

静電気集塵型化学ぞ う きんは絶対に使わないでください。故障の原因とな り ます。

年に一度は電源コードを抜き、プラグおよびコンセン トに付着しているゴ ミ 、ホコ リ等を取 り除

いてください。
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電波に関する適合性 （EMC）

日本

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づく ク ラス B情報技術装置です。 この装
置は、 家庭環境で使用するこ とを目的と していますが、 この装置がラジオやテレビジ ョ ン受信機に近接して使用さ

れる と、 受信障害を引き起こすこ とがあ り ます。 取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 UTP ケーブル
を利用した場合、 ク ラス B情報技術装置と しての適合性は無効とな り ます。

米国
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant to 
Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can radiate radio frequency energy 
and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular installation. If 
this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by 
turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures:

- reorient or relocate the receiving antenna 

- increase the separation between the equipment and receiver 

- connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected

- consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. Shielded (STP) network cables must be used 
with this unit to ensure compliance with the class B limits.

欧州
This digital equipment fulfils the requirements for radiated emission according to limit B of EN55022, and the 
requirements for immunity according to EN55024 residential, commercial, and light industry. Compliance is not 
valid for unshielded network cables.

豪州
This electronic device meets the requirements of the Radio communications (Electromagnetic Compatibility) 
Standard 1998 AS/NZS 3548. Compliance is not valid for unshielded network cables.

責任

アクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社 （以下、 Axis） は、 このマニュアルの技術的、 印刷上の誤 りについて、 一
切の責任を負いません。また Axisは、予告な く製品やマニュアルの記載内容に対して変更、修正を行う こ とがあ り、
将来にわたるいかなる約束を表明するものではあ り ません。Axisは、Axis製品およびソフ ト ウェアの使用の結果に
生じた、 偶発的な損害および間接的な損害、 またこれらに付随する事業上の利益の損失、 データの喪失、 その他使

用に起因して生じるいかなる損害に対しても責任を負いません。 Axis は、 このマニュアルに含まれる記述、 製品の
商業価値および製品の特定用途に対する適合性について、 明示的また黙示的な保証を一切いたしません。



5  
Axisの商標

AXIS CAPT Print Monitorは、 Axis Communications ABの商標です。

その他の商標

Adobe Acrobat Reader、 Ethernet、 Microsoft、 NetScape、Windows、 その他このマニュアルに記載のプログラム、
規格などの商品名、 および製品名は、 一般的に各社の商標または登録商標です。

Canon、 NetSpot Device Installer （NSDI）、 およびキヤノン製品の名称は、 キヤノンの商標または登録商標です。

知的財産所有権

Axis Communications AB は、 このマニュアルに記載されている製品で具体化された技術に関する知的財産所有権
を保有しています。 これらの知的財産所有権は、 http://www.axis.com./patent.htmに記載されている 1つまたは複
数の特許、または、米国およびその他の国における 1つまたは複数の追加特許、および特許申請中のアプ リケーシ ョ
ンを含んでいる場合があ り ます。

その他

このマニュアルの制作には細心の注意を払っており ますが、 不正確な記述や脱落、 乱丁または落丁を見つけられた

場合は、 info@axiscom.co.jp までご連絡ください。

AXIS 1650ユーザーズマニュアル 第 1版 （R1.1）

Copyright © アクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社、 2004 2004年 9月
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9  まえがき

まえがき

AXIS 1650 をお買い上げ頂き、 まこ とにあ りがと う ございます。 AXIS 1650は、 お使いのプ リ ンタを
ネッ ト ワーク上に自由に接続し、すべてのネッ ト ワークユーザがその共有プ リ ンタ資源にアクセスでき
るよ うにします。

このマニュアルについて

このマニュアルは、製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） バージ ョ ン 1.00以降を搭載した AXIS 1650
に適用され、 様々なネッ ト ワーク環境における AXIS 1650 のセッ ト アップ方法や管理について説明し
ています。 このマニュアルは AXIS 1650 のインス トールや管理に関わる方々を対象と していますが、
このマニュアルを十分に活用するには、 基本的なネッ ト ワークの原理を知っている必要があ り ます。

このマニュアルに含まれている手順は、 ご購入直後の、 まだ設定等が行われていない AXIS 1650 をも
とに記述されています。 既に使用している AXIS 1650 をこの手順にしたがって設定する場合は、 まず
AXIS 1650 を工場出荷時のデフォルト設定に リセッ ト して ください。 詳し くは、 54ページ 「テス トボ
タン」 を参照して ください。

Axisについて

Axis Communications はネッ ト ワーク ソ リ ューシ ョ ンの価値を高めます。 ネッ ト ワークビデオおよび
プ リ ン トサーバ市場において、 革新的なマーケッ ト リーダーと して製品を提供し続けています。 Axis
製品およびソ リ ューシ ョ ンは、監視業務、 リモートモニタ リ ング、 ドキュ メン ト管理に重点を置いてい
ます。 自社開発のチップ技術は、 Axis 製品に組み込まれる と同時に、 サードパーテ ィの企業にも販売
されています。

Axis Communications ABは 1984年に創業し、 ス ト ッ クホルム株式市場 O ‐ list （XSSE:AXIS） に上
場しています。 世界 14ヶ国にオフ ィ スを構え、 さ らに世界 70ヶ国に販売網をもっています。 Axis
Communicationsについての詳細は、 www.axis.comにてご覧いただけます。

サポートサービス

インターネッ ト をご利用になれる場合は、 下記のアド レスから技術サポート情報、 更新されたソフ ト
ウェア （ファームウェア）、 ユーテ ィ リ テ ィ ソフ ト ウェア、 会社情報をご覧頂けます。

URL: http://www.axiscom.co.jp/
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第 1章 製品の概要

パッケージの内容

AXIS 1650 ネッ トワークプリン トサーバ

名称 備考 部品番号

AXIS 1650 ファームウェアバージ ョ ン 1.00以降を搭載 0214-005

ホルダーと ク リ ップ 20119

USB ケーブル Low-Speedと Full-Speedに対応するUSBケーブル（70cm） *Hi-Speed
には未対応

20208

外部電源アダプタ PS-H 19110

ネッ トワークケーブル シールド付きツイストペアカテゴリ 5 ケーブル （50cm） 16283
AXIS 1650 CD rev.1.0以上

クイ ッ クインス トールガイ ド
本書 （ユーザーズマニュアル） は AXIS 1650 CDに PDF ファイルと
して収録

ユーザ登録ハガキ

オプシ ョ ンアクセサリ （別売） 部品番号

パラレルプリンタケーブル 13360

セン ト ロニクス - ミニセン ト ロニクス変換ケーブル 16453

パラレルポート （LPT1）

イーサネッ ト コネクタ

外部電源コネクタ
Power インディケータ

USBポート （USB1）

Network インディケータ

テストボタン



11  製品の概要
対応するプリンタ

AXIS 1650は、キヤノン製のプ リ ンタおよび複合機をネッ ト ワーク接続するために開発されました。ホ
ス トベースの印刷方法である CAPT（Canon Advanced Printing Technology）および Canon Advanced
Raster Printing Systemに対応しています。

対応する環境

AXIS 1650は、 TCP/IPが動作する以下のオペレーテ ィングシステムに対応しています。

• Windows 98 

• Windows Me

• Windows 2000
• Windows XP

• Windows Server 2003

ネッ トワークへのインストール

以下の方法を利用して、 AXIS 1650 をネッ ト ワークにインス トールするこ とができます。

• ARP を利用して IP アドレスの設定を行い、続いて AXIS CAPT Print Monitor を利用してプリンタを
インストールします。

• NetSpot Device Installer を利用して IP アドレスの設定を行い、続いて AXIS CAPT Print Monitor を
利用してプリンタをインストールします。

設定と管理

AXIS 1650の設定と管理は、 TCP/IPプロ ト コルによって行われます。主な設定方法と しては、Webブ
ラウザを使用します。 詳し くは、 37ページ 「Webブラウザを利用する」 を参照して ください。

印刷プロ ト コル ： TCP/IP

重要 ： AXIS 1650 はキヤノン製以外のプリンタには対応していません。 また、 CAPT プリンタで印刷を行う
には、 必ず AXIS CAPT Print Monitor を使用する必要があります。

NetSpot Device Installerはキヤノンホームページ （http://canon.jp/） からダウンロードすることができます。
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速度

AXIS ETRAX 100LX チップは LAN 製品向けに特別に設計されており、 高いスループッ ト を提供しま
す。AXIS 1650のデータスループッ トは、100BASE-TXで 1Mバイ ト /秒以上と高速です。 また、ECP
高速セン ト ロニクス通信に対応しています。 

セキュリテ ィ

AXIS 1650の不正な設定変更を制限するためのパスワードを設定するこ とができます。

監視

AXIS 1650の内部Webページを利用して、プ リ ンタのステータスを監視するこ とができます。さ らに、
AXIS 1650は リモート監視のための SNMPにも対応しています。

将来への対応

ネッ ト ワークを経由して AXIS 1650 のフラ ッシュ メモリ をアップグレードするこ とができます。 新し
い製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） が リ リースされたと きにアップグレードを素早く実行するこ と
ができ、 お使いの AXIS 1650の機能を向上させるこ とが可能です。

プリンタポート

• USB 1.1および USB 2.0 で動作する USBポートを 1つ備えています（Low-Speed と Full-Speed に対
応。 Hi-Speed には対応していません）。

• プリンタのパラレルポートに直接接続することができる、 高速 IEEE 1284互換パラレルポートを 1
つ備えています。

AXIS 1650 はほとんどのキヤノン製プリンタに接続できるよう 2 種類のポート を備えています。 ただし、 2
台のプリンタを同時に使用することはできません。
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第 2章 基本インストール

以下の手順にしたがって、 AXIS 1650 をお使いのネッ ト ワークにインス トールしてください。

ネッ トワークに接続する

底面ラベル

AXIS 1650のMAC/ イーサネッ ト アドレスは、製品本
体の底面ラベルに記載されているシ リアル番号に基づ
いています。

た とえば、 シ リ アル番号が 00408C181CF0 の場合、
MAC/イーサネッ ト アドレスは00-40-8C-18-1C-F0の
よ うにな り ます。

手順 1 ： 13ページ 「ネッ トワークに接続する」
手順 2 ： 15ページ 「IP アドレスを設定する」
手順 3 ： 22ページ 「Windows でプリンタを追加する」

パラレルポート （LPT1）

イーサネッ ト コネクタ

外部電源コネクタ
Power インディケータ

USBポート （USB1）

Network インディケータ

テストボタン
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1. 使用するプ リ ンタの電源が切れているこ と、 また AXIS 1650 の外部電源アダプタがまだ接続され
ていないこ とを確認します。

2. AXIS 1650の底面ラベルに記載されている、 シ リアル番号を控えてください。 AXIS 1650 を設定
する と きに、 この番号が必要になり ます。

3. USB ケーブルを利用して AXIS 1650 をプ リ ンタの USB ポート （USB1） に接続するか、適切なプ
リ ンタケーブルを利用してプ リ ンタのパラレルポート （LPT1） に接続します。 または、 プ リ ンタ
のパラレルポート （LPT1） に直接 AXIS 1650 を接続して ください。

4. ツイス トペアカテゴ リ 5 ケーブル （10BASE-T または 100BASE-TX） を利用して AXIS 1650 を
ネッ ト ワークに接続します。

5. プ リ ンタの電源を入れて、 プ リ ンタが使用できる状態になっているこ とを確認します。

6. AXIS 1650 に専用の外部電源アダプタを接続し、 Power インディケータが点灯するこ とを確認し
てください。 AXIS 1650 が正し くネッ ト ワークに接続される と、 Network インディケータが点滅
し始めます。

7. オプシ ョ ンと して、 付属のク リ ップとホルダーを利用して AXIS 1650 をプ リ ンタの背面や壁に設
置するこ とができます。

AXIS 1650はほとんどのキヤノン製プリンタに接続できるよう 2種類のポート を備えています。ただし、
接続された 2台のプリンタを同時に使用することはできません。

クリ ップ 粘着テープを剥がして AXIS 1650に取付けます。

ホルダー
粘着テープを剥がし、 プ リ ン タの背面や壁など、 AXIS
1650 を設置する表面に取付けます。



15  基本インストール
IP アドレスを設定する

• IP アドレスの設定を行う前に、 AXIS 1650 の底面ラベルに記載されているシリアル番号を控えて く ださ
い。 詳し くは、 13 ページ 「底面ラベル」 を参照して く ださい。

• ネッ トワーク管理者から未使用の IP アドレスを入手して く ださい。

方法
オペレーテ ィ ング

システム
参照先

ARP

Windows 固定の IP アドレスを手動で設定します。詳し くは、16ページ 「Windows
98/Me/2000/XP/Server 2003 で ARP を利用する」 を参照して く ださい。

UNIX/Linux 固定の IP アドレスを手動で設定します。詳し くは、17ページ「UNIX/Linux
で ARP を利用する」 を参照して く ださい。

NetSpot Device 
Installer Windows

ネッ トワーク上でプリン トサーバを検出し、 IP アドレスの設定を行う こ
とができるキヤノン製のソフ トウェアです。

19 ページ 「NetSpot Device Installer を利用して IP アドレスを設定する」
を参照して く ださい。

• AXIS 1650は、デフォルトの状態で DHCPによる IPアドレスの割り当てが無効に設定されています。DHCP
を利用して動的に IP アドレスを割り当てる場合は、 47ページ 「DHCP を有効にする」 を参照して設定を
変更して く ださい。

• また、 NetSpot Device Installer を利用して DHCPサーバから IP アドレスを取得するよう設定することも
可能です。 NetSpot Device Installer で DHCP による IP アドレスの設定を有効にすると、 AXIS 1650 の
DHCPの設定が有効に変更されます。
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Windows 98/Me/2000/XP/Server 2003 で ARP を利用する

以下の手順にしたがって、 Windows環境で ARP を利用して IP アドレスを設定して ください。

1. DOS窓 （MS-DOSプロンプ ト、 コマンドプロンプ ト ） を開いて以下のコマンドを実行します。

例 ：

2. Windowsは、 Reply from 192.168.3.191 ...のよ うな メ ッセージを返すはずです。 これに
よ り、 IP アドレスが設定され、 通信が確立したこ とが分かり ます。

Windowsから Request time out...のよ うな メ ッセージが返された場合は、 AXIS 1650の外部
電源アダプタを抜き差ししてプ リ ン トサーバを再起動し、上記の手順 1、2 を繰り返して ください。

3. Web ブラウザを起動して AXIS 1650 の内部 Web ページにアクセスします （38 ページを参照）。
［管理者］ - ［ネッ ト ワーク設定］ - ［詳細設定］ - ［TCP/IP］ ページを開き、 デフォルトゲート ウェ
イおよびサブネッ トマスクを設定して ください。 また、 DHCP を有効にする、 BOOTP を有効にす
る、 RARP を有効にするオプシ ョ ンをいいえに設定して ください。

AXIS 1650の IP アドレスが設定されました。 22ページ 「Windowsでプ リ ンタを追加する」 に進んで
ください。

注意 ：

arp -s <IP アドレス > < イーサネッ ト アドレス >
ping -l 479 <IP アドレス >

arp -s 192.168.3.191 00-40-8c-18-1c-f0
ping -l 479 192.168.3.191

初めて ping コマンドを実行する際は、 反応があるまでに通常よりも長く時間がかかることがあります。
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UNIX/Linux で ARP を利用する

以下の手順にしたがって、 UNIX/Linux環境で ARP を利用して IP アドレスを設定して ください。

1. シェルウ ィンド ウを開き、 以下のコマンドを実行して ください。

例 ：

2. UNIX/Linux は、 192.168.3.191 is alive のよ うな メ ッセージを返します。 これによ り、 IP
アドレスが設定され、 通信が確立したこ とが分かり ます。

3. Web ブラウザを起動して AXIS 1650 の内部 Web ページにアクセスします （38 ページを参照）。
［管理者］ - ［ネッ ト ワーク設定］ - ［詳細設定］ - ［TCP/IP］ ページを開き、 デフォルトゲート ウェ
イおよびサブネッ トマスクを設定して ください。 また、 DHCP を有効にする、 BOOTP を有効にす
る、 RARP を有効にするオプシ ョ ンをいいえに設定して ください。

注意 ：

arp -s <IP アドレス > < イーサネッ ト アドレス > temp 
ping -s 479 <IP アドレス >

arp -s 192.168.3.191 00:40:8c:18:1c:f0 temp 
ping -s 479 192.168.3.191

• arp コマンドの書式は、 UNIX システムによって異なる場合があります。 ある種の BSD系システムは、 IP
アドレスとイーサネッ トアドレスの順番が逆である必要があります。

• 初めて ping コマンドを実行する際は、 反応があるまでに通常よりも長く時間がかかる場合があります。
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NetSpot Device Installer を利用する

NetSpot Device Installerは、ネッ ト ワーク上に接続されているキヤノン製品に IP アドレスを割り当て
たり、 管理を行うためのソフ ト ウェアです。 NetSpot Device Installer はご利用のキヤノン製プ リ ンタ
に付属の CD-ROMに収録されています。

NetSpot Device Installer をインストールする

1. Windows 2000、 XP 環境をご利用の場合は、 Administrator のメンバーと してコンピュータにロ
グオンしてください。プ リ ンタに付属している CD-ROM をコンピュータの CD-ROM ド ライブに挿
入します。

2. Windowsのエクスプローラを開き、 CD-ROM ド ライブのアイコンをダブルク リ ッ ク します。

3. NetSpot_Device_Installer¥Windows¥nsdisetup.exe をダブルク リ ッ ク します。

4. ソフ ト ウェア使用許諾契約書が表示されます。 内容をよ くお読みになり、 ［はい］ をク リ ッ ク して
ください。

5. インス トール先を指定し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 インス トール画面が表示されます。

6. メ ッセージが表示されたら ［OK］ をク リ ッ ク してインス トールを完了します。19ページ 「NetSpot
Device Installer を利用して IP アドレスを設定する」 へ進んでください。

付属の CD-ROMによっては、NetSpot Device Installerが収録されていない場合があります。付属の CD-ROM
に、 NetSpot Device Installerが同梱されていない場合は、 キヤノンホームページ （http://canon.jp/） からダ
ウンロード して く ださい。

［スタート メニューに追加する］ にチェ ックを付けると、 Windowsの ［スタート ］ メニューに NetSpot
Device Installer を追加することができます。
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NetSpot Device Installer を利用して IP アドレスを設定する

以下の手順にしたがって、 NetSpot Device Installer を利用して AXIS 1650 の IP アドレスを設定して
ください。

1. NetSpot Device Installer を起動します。 メ イン画面が開き、 ネッ ト ワーク上で検出されたデバイ
スの リ ス トが表示されます。

2. ［デバイス名］ に AXIS 1650のMAC アドレスが表示されているデバイスを選択します。 また ［IP
アドレス］ には、 AXIS 1650のデフォルトの IP アドレス （196.168.0.90） が表示されます。

3. ［デバイス］ メニューから ［初期設定 ...］ を選択します。

4. ［初期設定］ ダイアログボッ クスが表示されます。 ［製品タイプ］ プルダウン メニューから AXIS
1650 を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

MAC アドレスは、 AXIS 1650の底面ラベルに記載されているシリアル番号に基づいています。
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5. TCP/IPプロ ト コルを設定します。

6. 設定が終了したら、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

7. ［OK］ をク リ ッ ク します。 プロ ト コルの設定が終了し、 AXIS 1650の IP アドレスが設定されまし
た。 続いて、 22ページ 「Windowsでプ リ ンタを追加する」 へ進んでください。

「デバイスをリセッ ト しました」 と表示されたら、 ［OK］ をクリ ックして く ださい。

IP アドレスを入力 

サブネッ トマスクを入力

ゲートウェイアドレスを入力 

ブロードキャス トアドレスは
自動的に設定

手動設定を選択
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IP アドレスとホスト名

ホス ト名を利用している場合、 IP アドレスに唯一のホス ト名を関連付けるこ とができます。 ホス ト名
の関連付けについては、お使いのシステムのマニュアルを参照するか、ネッ ト ワーク管理者に相談して
ください。

注意 ：

• AXIS 1650 をインス トールするには、AXIS 1650のイーサネッ トアドレスが必要になります。イーサネッ
トアドレスは、 AXIS 1650 のシリアル番号に基づいています。 たとえば、 00408C181CF0 というシリア
ル番号を持つ AXIS 1650のイーサネッ トアドレスは、 00 40 8C 18 1C F0 となります。 シリアル番号は、
AXIS 1650の底面ラベルに記載されています。

• AXIS 1650 をインス トールする際に、 このマニュアルの例に記載されている IP アドレスを使用しないで
く ださい。

• arp コマンド と ping コマンドによる IP アドレスの設定方法は、単一のネッ トワークセグメン トでのみ使
用することができます。 ルータを越えて設定することはできません。

• AXIS 1650のデフォルトのホスト名は、 「AXIS」 にシリアル番号の下 6桁の英数字が続いた文字列で構成
されます （例 ： AXIS181636）。 ホス ト名を変更する場合は、 内部 Web ページから ［管理者］ - ［一般設
定 -変更］ をクリ ッ クし、 ［一般］ タブの ［プリン トサーバ名］ フ ィールドを変更して く ださい。

• WINSサーバと DDNSサーバで同じホスト名を登録する場合、ホスト名は 15文字以内で設定する必要が
あります。また、ホス ト名に使用できる文字は、 「A-Z」、 「a-z」、「0-9」、およびハイフン （-） となります。

• WINS を利用している場合は、 DHCP スコープに WINSサーバの IP アドレスを少な く とも 1 つ含める必
要があります。 AXIS 1650は、 IP アドレスを受け取るとすぐに、 WINSサーバ上にホスト名と IP アドレ
スを登録します。

• ホスト名と IP アドレスの関連付けが行われていない場合でも、 この章に含まれている IP アドレスの設
定方法を使用することができます。 この場合、ホス ト名の部分を単純に IP アドレスで置き換えて く ださ
い。
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第 3章 Windows でプリンタを追加する

AXIS CAPT Print Monitor を利用してプリンタポート をインストールする

AXIS CAPT Print Monitorは、ネッ ト ワーク印刷を行うために開発されたWindows コンポーネン トで
す。 AXIS CAPT Print Monitor はキヤノン製のプ リ ンタ （CAPT、 Canon Advanced Raster Printing
System） のインス トールに推奨されるツールです。

AXIS CAPT Print Monitor を利用するこ とによ り、 ローカルプ リ ンタポートに接続するのと同じよ う
に AXIS 1650に接続できるよ うにな り ます。 AXIS CAPT Print Monitorは、 一度インス トールされる
と、システムの起動時に自動的に立ち上がるよ うになり ます。 ピアツーピア印刷を行うには、 それぞれ
のコンピュータに AXIS CAPT Print Monitor をインス トールする必要があ り ます。

お使いのネッ ト ワーク環境に適した方法で、 AXIS CAPT Print Monitor を利用してプ リ ンタをインス
トールしてください。

• 23ページ 「Windows 2000、 XP、 Server 2003 で AXIS CAPT Print Monitor を利用する」

• 29ページ 「Windows 98、 Me で AXIS CAPT Print Monitor を利用する」

また、 32ページ 「Windows 2000、 XP、 Server 2003で標準 TCP/IPプ リ ンタポート を利用する」 も参
照して ください。

CAPT プリンタで印刷を行うには、 必ず AXIS CAPT Print Monitor を使用する必要があります。
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Windows 2000、 XP、 Server 2003 で AXIS CAPT Print Monitor を利用する

以下の手順にしたがって、 Windows 2000、 XP、 Server 2003環境で AXIS CAPT Print Monitor を利
用してプ リ ンタをインス トールしてください。

1. AXIS CAPT Print Monitor をお使いのコンピュータにインス トールしてください。 AXIS CAPT
Print Monitorは AXIS 1650 CDに収録されています。また、Axisのホームページからダウンロー
ドするこ とができます （http://www.axiscom.co.jp/）。

2. AXIS 1650 CD を CD-ROM ド ライブに挿入します。 Web ブラウザが起動して htmlベースのペー
ジが表示されます。 画面右側の日本の国旗をク リ ッ ク して日本語表示に切り替えます。

3. 画面上部の ［ソフ ト ウェア］ リ ンクをク リ ッ ク し、 ［AXIS CAPT Print Monitor］ リ ンクをク リ ッ
ク してインス トールを開始します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4. ラ イセンス契約書の内容を確認して ください。 内容に同意される場合は、 ［はい］ をク リ ッ ク して
ください。
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5. ［ユニキャス ト通信モードを使用する］ *のチェ ッ クを付けずに ［次へ］ をク リ ッ ク して ください。

6. Windows XP/Server 2003の場合
［ローカルサブネッ ト上、 このアプ リケーシ ョ ンがプ リ ンタ情報をネッ ト ワークから受信し、 処理
するこ とを許可する］ にチェ ッ クを付けてください。

7. ファイルコピーの開始画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク して ください。

* ブロードキャス トによるステータスの更新を無効に設定してユニキャス ト を使用する場合は、58ペー
ジ 「ユニキャスト通信を使用する」 を参照して く ださい。

Windows XP で Service Pack 2 （SP2） を適用したコンピュータの場合、 ブロードキャス ト通信を使用す
るにはWindows ファイアウォールの設定で UDPポート （10260） を開ける必要があります。 AXIS CAPT
Print Monitor のインス トール時に上記のオプシ ョ ンを有効にして AXIS CAPT Print Monitor をインス
トールすると、 AXIS CAPT Print Monitor用に UDPポート （10260） が自動的に開けられます。

必ずチェ ックして く ださい。
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8. ［完了］ をク リ ッ ク してインス トールを終了して ください。

9. Windows XP Professional Edition/Server 2003 ：

［スター ト ］ - ［プ リ ンタ と FAX］ - ［プ リ ンタのインス トール］ を ク リ ッ ク し、 プ リ ンタの追加
ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

Windows XP Home Edition ：

［スタート ］ - ［コン ト ロールパネル］ - ［プ リ ンタ と FAX］ - ［プ リ ンタのインス トール］ をク リ ッ
ク し、 プ リ ンタの追加ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

Windows 2000: 

［スタート ］ - ［設定］ - ［プ リ ンタ］ を選択し、 ［プ リ ンタの追加］ アイコンをダブルク リ ッ ク して
プ リ ンタの追加ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
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10. ［このコンピュータに接続されているローカルプ リ ンタ］ を選択します。［プラグアンドプレイ対応
プ リ ンタを自動的に検出してインス トールする］ のチェ ッ クが外れている こ とを確認して くださ
い。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

11. プ リ ンタポートの選択画面が表示されます。 ［新しいポートの作成］ を選択し、 ポートの種類から
AXIS CAPT Port* を選択します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

* AXIS CAPT Port という名称は、 CAPT、 Canon Advanced Raster Printing System対応プリンタを含むす
べてのキヤノン製プリンタに使用されます。
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12. ［AXIS CAPT Port -プ リ ンタポートの追加］ 画面が表示されます。 ［利用可能なネッ ト ワークプ リ
ンタ］ からお使いの AXIS 1650 を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

13. プ リ ンタの製造元とモデルを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
14. 選択したド ラ イバが既にコンピュータにインス トールされている場合、既存のド ライバを使用する

か、 新しいド ラ イバに置き換えるかを選択する画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

15. プ リ ンタの名前を入力する画面が表示されます。適切なプ リ ンタ名を入力し、 また、 インス トール
中のプ リ ンタを通常使うプ リ ンタ と して利用するかど うか選択します。［次へ］ をク リ ッ ク します。

お使いのAXIS 1650がリストに表示されない場合
は、 IP アドレスを入力して ［追加］ をクリ ックし
て く ださい。
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16. プ リ ンタの共有を指定する画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

17. テス トページの印刷画面が表示されます。 ［はい］ をク リ ッ ク してテス トページを印刷し、 プ リ ン
タが正し く インス トールされているこ とを確認して ください。 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 ［完了］ をク
リ ッ ク してプ リ ンタの追加ウ ィザードを終了します。
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Windows 98、 Me で AXIS CAPT Print Monitor を利用する

以下の手順にしたがって、Windows 98、Me環境で AXIS CAPT Print Monitor を利用してプ リ ンタを
インス トールしてください。

1. AXIS CAPT Print Monitor をお使いのコンピュータにインス トールしてください。 AXIS CAPT
Print Monitorは AXIS 1650 CDに収録されています。また、Axisのホームページからダウンロー
ドするこ とができます （http://www.axiscom.co.jp/）。

2. AXIS 1650 CD を CD-ROM ド ライブに挿入します。 Web ブラウザが起動して htmlベースのペー
ジが表示されます。 画面右側の日本の国旗をク リ ッ ク して日本語表示に切り替えます。

3. 画面上部の ［ソフ ト ウェア］ リ ンクをク リ ッ ク し、 ［AXIS CAPT Print Monitor］ リ ンクをク リ ッ
ク してインス トールを開始します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4. ラ イセンス契約書の内容を確認して ください。 内容に同意される場合は、 ［はい］ をク リ ッ ク して
ください。
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5. ［ユニキャス ト通信モードを使用する］ *のチェ ッ クを付けずに ［次へ］ をク リ ッ ク して ください。

6. ファイルコピーの開始画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク して ください。

7. ［完了］ をク リ ッ ク してインス トールを終了して ください。

8. ［スタート ］ - ［設定］ - ［プ リ ンタ］ を選択し、 ［プ リ ンタの追加］ アイコンをダブルク リ ッ ク して
プ リ ンタの追加ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

9. ローカルプ リ ンタまたはネッ ト ワークプ リ ンタを選択する画面が表示されます。AXIS 1650はロー
カルプ リ ンタポート と して振る舞 う ため、 ローカルプ リ ンタを選択します。 ［次へ］ をク リ ッ ク し
ます。

10. プ リ ンタの製造元とモデルを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
プ リ ンタにプ リ ンタ ド ラ イバのインス トールデ ィ ス クが付属している場合は、 コンピュータの
CD-ROM ド ライブにディ スクを挿入し、 ［ディ スク使用 ...］ をク リ ッ ク します。適切なド ライブを
選択して ［OK］ をク リ ッ ク します。

11. インス トールするプ リ ンタ ド ラ イバを選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。

* ブロードキャス トによるステータスの更新を無効に設定してユニキャス ト を使用する場合は、58ペー
ジ 「ユニキャスト通信を使用する」 を参照して く ださい。
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12. 使用するポート を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。

13. 適切なプ リ ンタ名を入力して ［完了］ をク リ ッ ク します。

リモートプリンタポート

1. 上記の手順で Windows 98、 Me 環境にインス トールしたプ リ ンタが、 Windows の ［プ リ ンタ］
フォルダに表示されます。 インス トールしたプ リ ンタアイコンを右ク リ ッ ク し、シ ョートカッ ト メ
ニューから ［プロパテ ィ］ を選択します。

2. ［詳細］ タブを選択し、 ［ポートの追加 ...］ をク リ ッ ク してポートの追加画面を表示します。
3. ［その他］ をク リ ッ ク します。 AXIS CAPT Port* を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

4. ［AXIS CAPT Port - プ リ ンタポートの追加］ 画面が表示されます。お使いの AXIS 1650の IP アド
レスを入力し、 ［追加］ をク リ ッ ク します。

5. 一覧表にポートが追加され、反転表示されます。 ［OK］ をク リ ッ ク してプ リ ンタポートダイアログ
に戻り、 ［閉じる］ をク リ ッ ク します。

• ポートは、 <名前 >.のように表示されます。 <名前 >.は、 デフォルトで 「AXIS」 の後に AXIS 1650
のシリアル番号の下 6桁が続いたもので、 たとえば、 AXIS560B35.のように表示されます。

• リモート TCP/IP ポート をインス トールする場合 （TCP/IP ポートがリストに表示されない場合など）
は、LPT1ポート を選択し、手順 12 を行ってから次の「リモートプリンタポート 」に進んで く ださい。

* AXIS CAPT Port という名称は、 CAPT、 Canon Advanced Raster Printing System対応プリンタを含むす
べてのキヤノン製プリンタに使用されます。
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Windows 2000、 XP、 Server 2003 で標準 TCP/IP プリンタポート を利用する

以下の手順にしたがって、 Windows 2000、 XP、 Server 2003環境で Windows の標準 TCP/IP プ リ ン
タポート を利用してネッ ト ワークプ リ ンタをインス トールしてください。

1. Windows XP/Server 2003 ：

［スター ト ］ - ［プ リ ンタ と FAX］ - ［プ リ ンタのインス トール］ を ク リ ッ ク し、 プ リ ンタの追加
ウ ィザードを起動します。

Windows 2000: 

［スタート ］ - ［設定］ - ［プ リ ンタ］ を選択し、 ［プ リ ンタの追加］ アイコンをダブルク リ ッ ク して
プ リ ンタの追加ウ ィザードを起動します。

［次へ］ をク リ ッ ク します。

2. ［このコンピュータに接続されているローカルプ リ ンタ］ を選択します。［プラグアンドプレイ対応
プ リ ンタを自動的に検出してインス トールする］ のチェ ッ クが外れている こ とを確認して くださ
い。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

重要：CAPT プリンタで印刷を行うには、必ず AXIS CAPT Print Monitor を使用する必要があります。Windows
が提供する標準 TCP/IP プリンタポート を利用して印刷を行う ことはできません。
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3. プ リ ンタポートの選択画面が表示されます。 ［新しいポートの作成］ を選択し、 ポートの種類から
Standard TCP/IP Port を選択します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。 標準 TCP/IP プ リ ンタポートの
追加ウ ィザードが起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

4. ［プ リ ンタ名または IP アドレス］ フ ィールドに、 AXIS 1650 の IP アドレスを入力します （例 ：
192.168.3.191）。 ［ポート名］ フ ィールドには、自動的に値が入力されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク し
ます。

5. 標準 TCP/IPプ リ ンタポートの追加ウ ィザードの完了画面が表示されます。［完了］ をク リ ッ ク しま
す。

6. プ リ ンタの製造元とモデルを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

選択したド ラ イバが既にコンピュータにインス トールされている場合、既存のド ライバを使用する
か、 新しいド ラ イバに置き換えるかを選択する画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

7. プ リ ンタの名前を入力する画面が表示されます。適切なプ リ ンタ名を入力し、 また、 インス トール
中のプ リ ンタを通常使うプ リ ンタ と して利用するかど うか選択します。［次へ］ をク リ ッ ク します。

8. プ リ ンタの共有を指定する画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
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9. テス トページの印刷画面が表示されます。 ［いいえ］ を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。 ［完
了］ をク リ ッ ク してプ リ ンタの追加ウ ィザードを終了します。

10. Windows のデスク ト ップから ［スタート ］ - ［プ リ ンタ と FAX］ を選択します。 インス トールし
たプ リ ンタのアイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューから ［プロパテ ィ］ を選択しま
す。 プロパテ ィの画面で ［ポート ］ タブを選択し、 ［ポートの構成 ...］ をク リ ッ ク します。
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11. ［LPR 設定］ の下の ［キュー名］ フ ィールドに、 z が入力されています。 使用するプ リ ンタポート
に合わせて、 ［キュー名］ フ ィールドの値を USB1 または LPT1 に変更します。 ［OK］ をク リ ッ ク
してポートモニタの構成画面を閉じ、 プ リ ンタのプロパテ ィ画面で ［適用］ をク リ ッ ク します。

12. ［全般］ タブを選択し、 ［テス トページの印刷］ をク リ ッ ク してプ リ ンタが正し く インス トールされ
ているこ とを確認してください。
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第 4章 設定と管理

AXIS 1650がサポートする設定 ・管理ツールは、 以下のこ とを可能にします。

• AXIS 1650のパラ メータを変更する

• プリン トジ ョ ブに関する拡張情報を入手する

• プリンタポートのステータスを入手する

• お使いのプリンタを監視する

• AXIS 1650 をリセッ トする

設定の概要

AXIS 1650の設定 ・管理は TCP/IP ネッ ト ワークで行ってください。利用可能な設定方法は、以下のと
おりです。

設定 ・管理方法

• Web ブラウザ - 37 ページ

• FTP - 51ページ

• SNMP - 53ページ
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Web ブラウザを利用する

AXIS 1650の内部Webページには、Webブラウザを利用してアクセスするこ とができます。内部Web
ページを利用して、 AXIS 1650の設定や接続されているプ リンタを管理するこ とができます。

15ページ 「IP アドレスを設定する」 の手順にしたがって AXIS 1650 に IP アドレスを設定する と、 標
準的な Webブラウザから AXIS 1650の内部Webページにアクセスできるよ うにな り ます。内部Web
ページは、 ユーザモード と管理者モードの 2種類に分かれています。

• ユーザモード

ユーザモードでは、 すべてのパラ メータを設定するこ とはできません。 変更可能なパラ メータは、
内部Webページの表示に使用する言語だけです。 ユーザモードは、 管理者権限を持たないユーザ
が、プ リ ン トジ ョブやプ リ ンタのプロパテ ィを内部Webページで確認するためのページです。AXIS
1650の設定を変更する場合は、管理者モードに入る必要があ り ます。詳し くは、 39ページ 「ユー
ザモードの機能」 を参照して ください。

• 管理者モード

管理者モードでは、 AXIS 1650 のすべてのパラ メータにアクセスし、 自由に設定を変更するこ と
ができます。管理者モードはネッ ト ワーク管理者のためのページで、権限のないユーザによる AXIS
1650のパラ メータ変更を防ぐために、パスワードで保護するこ とができます。詳し くは、 41ペー
ジ 「管理者モードの機能」 を参照して ください。
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内部Webページにアクセスする

以下の手順にしたがって、 AXIS 1650の内部Webページにアクセスしてください。

1. Web ブラウザを起動します。 ［場所 / アドレス］ フ ィールドに、 AXIS 1650 の IP アドレス （また
はホス ト名） を入力して Enter キーを押します。

2. ［プ リ ンタ概要］ ページが表示されます。 ［管理者］ リ ンクをク リ ッ ク して管理者ページにアクセス
します。

3. ユーザ名とパスワードを入力する画面が表示された場合は、 ユーザ名に root を入力し、 パスワー
ドには何も入力せずに ［OK］ をク リ ッ ク します。

デフォルトのパスワードはできるだけ早く変更するようにして く ださい。 パスワードの変更は、 ［管理
者］ - ［一般設定 -変更］ - ［Rootパスワード ］ フ ィールドで行う ことができます。

root
空白
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ユーザモードの機能

ユーザモードでは、 以下の機能が利用できます。 Axisのロゴをク リ ッ ク して、 Axisのホームページへ
アクセスするこ と もできます。

プリンタ概要

［プ リ ンタ概要］ ページには、 AXIS 1650および接続されているプ リ ンタの一般的なパラ メータ設定が
表示されます。

プ リ ンタアイコンをク リ ッ クする と、接続されているプ リ ンタのステータスやプ リ ンタが対応している

機能が表示されます。 ただし、 表示される情報はプ リ ンタによって異なり ます。

プ リ ンタアイコンの下には、 プ リ ンタのステータスを表すマークが表示されます。

• 緑色 - プリンタが印刷できる状態であることを示します。

• 黄色 -警告を示します。

• 赤色 - エラーが発生していることを示します。

プリン トサーバ名

ユーザが AXIS 1650 をネッ ト ワーク上で認識するための名前です。 デフォルトの名前は AXISxxxxxx
のよ うに表示され、 xxxxxxには AXIS 1650のシ リアル番号の下 6桁の英数字が入り ます。

システムの場所

AXIS 1650の設置場所などの情報が表示されます。

シリアル番号

すべての Axis製品は、 シ リアル番号によって個々に識別されます。 シ リアル番号は、 AXIS 1650の底
面ラベルに記載されています。

言語

AXIS 1650の内部Webページは、日本語または英語で表示するこ とができます。表示言語を変更する
場合は、 ［言語 -変更］ ボタンをク リ ッ ク して ください。
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プリンタステータス

プ リ ンタのアイコンをク リ ッ クする と、プ リ ンタポートに接続されているプ リ ンタのステータスや機能
が表示されます。表示される情報には、 ステータスの詳細、 製造元、 コマンドセッ ト、 プ リ ンタの機能
などが含まれます。 ［ネッ ト ワーク名］ ボタンをク リ ッ クする と、 対応するネッ ト ワーク環境でプ リ ン
タを識別するために使用されている名前の一覧が表示されます。

プリン トジ ョブ

［プ リ ン トジ ョブ］ ページでは、 印刷されたページ数などを含む、 プ リ ン トジ ョブのステータスを確認
するこ とができます。 また、 ドキュ メン ト名、 オーナー、 ページ数、 印刷日時を含む、 直近 32個のロ
グファ イルを見るこ とができます。

注意 ：

ヘルプ

［ヘルプ概要］ ページには、 AXIS 1650および内部Webページの基本的な情報が表示されます。

• プリンタの使用状況 - AXIS 1650 に接続されているプリンタの使用状況を確認することができます。

• プリンタ - プリンタのモデルを表示します。

• ポート - プリンタが接続されているポート を表示します。

• ステータス - プリンタのステータスを表示します。 表示されるステータスは、 3 種類 （印刷できます、

ビジー、 オフライン） です。

• 印刷されたページ - プリンタで印刷されたページ数を表示します。

• プリン トサーバの稼動時間 - AXIS 1650 が再起動してから稼動している時間を表示します。 ドキュ メン
トの印刷日時は、 NTPサーバに接続されている場合のみ有効となります。

• プリン トジ ョ ブのログは、 AXIS 1650 を再起動するとクリアされます。

• お使いのプリンタのタイプによっては、 印刷されたページ数を表示できないことがあります。
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管理者モードの機能

管理者モードでは、 以下の機能が利用できます。 Axisのロゴをク リ ッ ク して、 Axisのホームページへ
アクセスするこ と もできます。

プリン トサーバ

［プ リ ン トサーバ］ ページでは、 プ リ ン トサーバ名、 システムの場所、 シ リアル番号などを含む、 AXIS
1650の一般的なパラ メータ設定の確認および変更が行えます。 また、 AXIS 1650 を再起動したり、設
定を工場出荷時の状態に リセッ トするなどの管理作業も行えます。

警告！

一般設定 -一般タブ

モデル

プ リ ン トサーバのモデルが表示されます。

ソフ トウェアバージ ョ ン

プ リ ン トサーバに搭載されている内部ソフ ト ウェア （ファームウェア） のバージ ョ ンが表示されます。

シリアル番号

すべての Axis製品は、 シ リアル番号によって個々に識別されます。 シ リアル番号は、 AXIS 1650の底
面ラベルに記載されています。 詳し くは、 13ページ 「基本インス トール」 を参照して ください。

プリン トサーバ名

ユーザが AXIS 1650 をネッ ト ワーク上で認識するための名前です。 デフォルトの名前は AXISxxxxxx
のよ うに表示され、 xxxxxxには AXIS 1650のシ リアル番号の下 6桁の英数字が入り ます。

例：シ リアル番号が 00 40 8C 18 16 36の場合、プ リ ン トサーバ名は AXIS181636 のよ うになり ます。

［プリン トサーバ］ ページに表示されるパラ メータは、 ［一般設定 - 変更］ - ［一般］ タブで変更することが
できます。

• すべてのプリン トサーバのパラ メータには、適切なデフォルト値が設定されています。ほとんどの場合、
これらのデフォルト値を変更する必要はありません。

• ネッ トワークの設定を変更する場合は、 ネッ トワーク管理者に相談するようにして く ださい。
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システムの名前

ユーザに対してネッ ト ワークプ リ ンタを識別できるよ うにする名前です。

デフォルト値 = <空白 >

システムの場所

AXIS 1650の設置場所などの情報を入力します。

デフォルト値 = <空白 >

システムの連絡先

システム管理者など、 担当者の名前を入力します。

デフォルト値 = <空白 >

システムのコンタク ト先の電話番号

システム管理者など、 担当者の電話番号を入力します。

デフォルト値 = <空白 >

システムのコ メン ト

ネッ ト ワークプ リ ンタに関するコ メン ト を入力します。

デフォルト値 = <空白 >

言語

AXIS 1650の内部Webページの表示に使用する言語を選択します。

• 英語

• 日本語

Rootパスワード

rootユーザ用のパスワードを入力します。 パスワードは、 15文字までの英数字で設定して ください。

デフォルト値 = pass

SNMP を有効にする

• はいを選択すると、 SNMP プロ ト コルを利用したアクセスを許可します。

• いいえを選択すると、 SNMP プロ ト コルを利用したアクセスを拒否します。

デフォルト値 = はい
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コ ミ ュニテ ィ名

SNMPのコ ミ ュニテ ィ名を指定します。 コ ミ ュニテ ィ名は、 32文字までの英数字で設定して ください。
デフォルト値 = public

一般設定 -制限タブ

TCP制限

［TCP 制限 IP アドレス リ ス ト ］ に指定されているユーザに対し、 ［TCP 制限モード］ の設定に応じて
AXIS 1650 を経由したプ リ ン トジ ョブの送信を承認、 または拒否します。

デフォルト値 =いいえ

TCP制限モード

• 承認は、 ［TCP制限 IP アドレスリスト ］ に指定されているユーザに対し、 プリン トサーバを経由し
てプリン トジ ョ ブを送信することを許可します。

• 拒否は、 ［TCP制限 IP アドレスリスト ］ に指定されているユーザに対し、 プリン トサーバを経由し
てプリン トジ ョ ブを送信することを拒否します。

デフォルト値 =承認

TCP制限 IP アドレスリス ト

リ ス トに指定したユーザに対し、プ リン トサーバを利用した印刷を承認、 または拒否します。指定する
には、 IP アドレス、 または IP アドレスの範囲を以下のよ うに入力して ［追加］ をク リ ッ ク します。

IP アドレスを指定した例 ： 10.13.6.150
IP アドレスの範囲を指定した例 ： 10.13.16.160-10.13.16.170
デフォルト値 = <空白 >

SNMP制限

［SNMP制限 IP アドレス リ ス ト ］ に指定されているユーザに対し、 ［SNMP制限モード］ の設定に応じ
て承認、 または拒否のいずれかを適用します。

デフォルト値 = いいえ

TCP制限モードで印刷を拒否されている場合、 AXIS 1650 に CAPT 1.0 プリンタを接続すると 「ネッ トワーク
エラー」 という メ ッセージが表示されます。
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SNMP制限モード

• 承認は、 ［SNMP制限 IP アドレスリスト ］ に指定されているユーザだけが SNMP プロ ト コルを使用
してプリン トサーバの設定を指定 /閲覧することを承認します。

• 拒否は、 ［SNMP制限 IP アドレスリスト ］ に指定されているユーザだけが SNMP プロ ト コルを使用
してプリン トサーバの設定を指定 /閲覧することを拒否します。

デフォルト値 =承認

SNMP制限 IP アドレスリス ト

リ ス トに指定したユーザに対し、承認または拒否のいずれかを適用します。指定するには、 SNMP を利
用しているデバイスの設定を確認し、 IP アドレス、 または IP アドレスの範囲を以下のよ うに入力して
［追加］ をク リ ッ ク します。

IP アドレスを指定した例 ： 10.13.6.150
IP アドレスの範囲を指定した例 ： 10.13.16.160-10.13.16.170
デフォルト値 = <空白 >

SLP制限

［SLP制限 IP アドレス リ ス ト ］ に指定されているユーザに対し、 ［SLP制限モード］ の設定に応じて承
認、 または拒否のいずれかを適用します。

デフォルト値 = いいえ

SLP制限モード

• 承認は、 ［SLP制限 IP アドレスリスト ］ に指定されているユーザだけが SLP プロ ト コルを使用して
プリン トサーバの設定を指定 /閲覧することを承認します。

• 拒否は、 ［SLP制限 IP アドレスリスト ］ に指定されているユーザだけが SLP プロ ト コルを使用して
プリン トサーバの設定を指定 /閲覧することを拒否します。

デフォルト値 = 承認

SLP制限 IP アドレスリス ト

リ ス トに指定したユーザに対し、承認または拒否のいずれかを適用します。指定するには、 SLP を利用
しているデバイスの設定を確認し、IP アドレス、または IP アドレスの範囲を以下のよ うに入力して ［追
加］ をク リ ッ ク します。

IP アドレスを指定した例 ： 10.13.6.150
IP アドレスの範囲を指定した例 ： 10.13.16.160-10.13.16.170
デフォルト値 = <空白 >
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パラ メータ リスト -詳細表示
すべてのパラ メータの現在の設定を表示します。

再起動

AXIS 1650 を再起動します。 Power インディケータが点灯し、 Network インディケータが点滅し始め
る と、 AXIS 1650 が使用できる状態になったこ とを示します。 再起動が完了する と、 新しい設定が有
効になり ます。

ファク ト リデフォルト

ファ ク ト リデフォルト を使用する と、 AXIS 1650 の設定を工場出荷時の状態に リセッ トするこ とがで
きます。 ただし、 以下のパラ メータは リセッ ト されません。

• ノードアドレス （NODE_ADDR.）

• IP アドレス （INT_ADDR.）

• DHCP を有効にする （DHCP_ENABLE.）

Power インディケータが点灯し、 Network インディケータが点滅し始める と、 AXIS 1650 が使用でき
る状態になったこ とを示します。

注意 ：

プリン トジ ョ ブ

［プ リ ン トジ ョブ］ ページでは、 印刷されたページ数などを含む、 プ リ ン トジ ョブのステータスを確認
するこ とができます。 また、 ドキュ メン ト名、 オーナー、 ページ数、 印刷日時を含む、 直近 32個のロ
グファ イルを見るこ とができます。

再起動を行っている間、 AXIS 1650 との接続が失われます。

ファク ト リデフォルトは、 AXIS 1650の本体に備えられているテス トボタンを利用したリセッ ト とは動作が
異なります。 テス トボタンを利用したリセッ トについて詳し くは、 54 ページ 「テス トボタン」 を参照して
く ださい。

• ファク ト リデフォルト を実行している間、 AXIS 1650 との接続が失われます。

• AXIS 1650 にプリンタが接続されていない場合、 プリンタアイコンがグレーで表示されます。
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ネッ トワーク設定

［ネッ ト ワーク設定］ ページでは、 AXIS 1650 とのネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クをコン ト ロールするすべ
てのパラ メータを設定するこ とができます。 対応するプロ ト コルの有効 ・ 無効を切 り替えた り、 パラ
メータの微調整を行う こ とができます。

詳細設定

［詳細設定］ ボタンをク リ ッ ク してプロ ト コルの有効 ・ 無効を切り替えたり、 他のパラ メータの設定を
変更して ください。

フレームタイプ

フレームタイプは、 Ethernet II を使用します。

IP アドレス

お使いの AXIS 1650の IP アドレスを w.x.y.zの形式で入力します。 ネッ ト ワーク上の他のデバイス と
の競合を避けるためにも、 ネッ ト ワーク管理者から未使用の IP アドレスを入手するよ うにしてくださ
い。

デフォルト値 = 192.168.0.90

注意 ：

サブネッ トマスク

ト ラフ ィ ッ クがいつルータを経由して送信されるかを決定するために使用されるサブネッ トマス クを
指定します。 サブネッ トマスク と IP アドレスの値を利用して、 プ リ ン トサーバが属するネッ ト ワーク
を識別します。一般的なク ラス Cのネッ ト ワークの場合、サブネッ トマスクの値は 255.255.255.0にな
り ます。

デフォルト値 = 0.0.0.0 （すべてのネッ ト ワークセグ メン トにアクセスが可能）

• DHCP を有効にする、 BOOTP を有効にする、 または RARP を有効にするオプシ ョ ンで 「はい」 を選択し
た場合、 プリン トサーバを再起動すると手動で行った設定が上書きされることがあります。 IP アドレス
を手動で設定している場合は、 これらのオプシ ョ ンを無効に設定して く ださい。 DHCP を有効にするオ
プシ ョ ンは、 デフォルトで 「いいえ」 に設定されています。

• 重要！ IP アドレスを変更すると、 プリン トサーバとの接続が失われます。Web ブラウザの ［場所 / アド
レス］ フ ィールドに新しい IP アドレスを入力してプリン トサーバに再びアクセスし、設定 ・管理を行っ
て く ださい。
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デフォルトゲートウェイ

デフォルトゲート ウェイの IP アドレスを指定します。 サブネッ トマスクによって決定されたローカル
ネッ ト ワークの外に向けられたすべてのト ラフ ィ ッ クは、デフォルトゲート ウェイに送信されます。他
のルータへの再ルーテ ィングは自動的に行われます。このパラ メータが 0.0.0.0の場合、デフォルトゲー
ト ウェイは設定されていないこ とにな り ます。 このよ うな場合、 AXIS 1650 はローカルネッ ト ワーク
セグ メン トの外に向けた自身のパケッ ト を自動的に認識し、 リダイレク トするルータがあるものと想定
します。

デフォルト値＝ 0.0.0.0

DHCP を有効にする

オプシ ョ ンボタンを選択して DHCP （Dynamic Host Configuration Protocol） の有効 ・ 無効を切り替
えてください。 DHCP を利用する と、 プ リ ン トサーバの起動時に自動的に IP アドレスが設定されます。
お使いのネッ ト ワーク環境によっては、 デフォルトゲート ウェイ、 サブネッ トマス クなどのインター
ネッ ト関連のパラ メータも自動的に設定される場合があ り ます。プ リ ン トサーバを再起動した際は、 こ
れらの設定を確認し、 必要であれば手動で設定を行う よ うにしてください。

デフォルト値 =いいえ

BOOTP を有効にする

オプシ ョ ンボタンを選択して BOOTP （BOOTstrap Protocol） の有効 ・無効を切り替えます。 BOOTP を
利用する と、 プ リ ン トサーバの起動時に自動的に IP アドレスが設定されます。 お使いのネッ ト ワーク
環境によっては、デフォルトゲート ウェイ、サブネッ トマスクなどのインターネッ ト関連のパラ メータ
も自動的に設定される場合があ り ます。プ リ ン トサーバを再起動した際は、 これらの設定を確認し、必
要であれば手動で設定を行う よ うにしてください。

デフォルト値 =いいえ

RARP を有効にする

オプシ ョ ンボタンを選択して RARP （Reverse Address Resolution Protocol） の有効 ・ 無効を切り替え
ます。 RARP を利用する と、 プ リ ン トサーバの起動時に自動的に IP アドレスが設定されます。 このオ
プシ ョ ンは、 単一のネッ ト ワークセグ メン ト上でのみ使用するこ とができます。 RARP は IP アドレス
の設定のみを行うため、デフォルトゲート ウェイ、サブネッ トマスクなどのインターネッ ト関連のパラ
メータは、 手動で設定する必要があ り ます。

デフォルト値 =いいえ
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DNSサーバアドレス

DNS （Domain Name System） サーバの IP アドレスを指定します。 DNSは名前を利用してク ライアン
ト コンピュータが TCP/IP ネッ ト ワーク上の リ ソースを見つけられるよ うにします。

デフォルト値 = 0.0.0.0

DNSの動的更新

DNS による動的な更新を有効にする場合は、 はいを選択します。 DNS は名前を利用してク ライアン ト
コンピュータが TCP/IP ネッ ト ワーク上の リ ソースを見つけられるよ うにします。

デフォルト値 =いいえ

DNS ホスト名

DNSのホス ト名を指定します。 この名前は、 お使いのプ リ ン トサーバの識別子と して使用されます。

デフォルト値 = <空白 >

DNS ド メイン名

プ リ ン トサーバが属する ド メ イン名を指定します。 ド メ インとは、グループ名を割り当てられたネッ ト
ワーク上のコンピュータの集ま り を指します。

デフォルト値 = <空白 >

WINS を有効にする

オプシ ョ ンボタンを選択して TCP/IP 上の WINS （Windows Internet Name Service） の有効 ・ 無効を
切り替えてください。 WINS は、 NetBIOS 名を利用して Windows コンピュータが TCP/IP ネッ ト ワー
ク上の リ ソースを見つけられるよ うにします。

デフォルト値 =はい

WINSサーバアドレス

プライマ リ WINSサーバの IP アドレスを指定します。 WINSサーバは、 IP アドレスの代わ りにホス ト
名を利用してコンピュータを認識するために使用されます。

デフォルト値 = 0.0.0.0

WINS ホスト名

こ こで設定したホス ト名は、 お使いのプ リ ン トサーバの識別子と して使用されます。

デフォルト値 = <空白 >
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スコープ ID

プ リ ン トサーバが属する NetBIOS スコープを指定します。 スコープ ID は文字列の値で、 この値は
NetBIOS 名に追加され、 またすべての NBT 通信に使用されます。 スコープ ID は登録された NetBIOS
名を認識するコンピュータのグループを定義します。 同じスコープ ID を持つ複数のコンピュータは、
NetBIOS を利用した ト ラフ ィ ッ クやメ ッセージを互いに通信するこ とができます。

デフォルト値 = <空白 > （デフォルト スコープを指定）

SNTPサーバアドレス

時刻を設定するための SNTPサーバの IP アドレス （またはホス ト名） を指定します。

デフォルト値 = <空白 >

SNTP更新間隔

SNTP を更新する間隔を指定します。 こ こで指定した時間が経過する と、 プ リ ン トサーバは SNTPサー
バに リ クエス ト を送信して時刻を更新します。

デフォルト値 = 1hours 

SLP を有効にする

プ リ ン トサーバとの SLP通信の有効 ・ 無効を切り替えます。

デフォルト値 =はい

SLP スコープリス ト

プ リ ン トサーバが属する SLP スコープの名前を指定します。 スコープは、 スコープ名が割り当てられ
たネッ ト ワーク上のコンピュータの集ま り を指します。

デフォルト値 = DEFAULT 

サポート

［サポート ］ ページでは、 インス トールおよび印刷に関する問題解決に役立つ情報を提供します。 問題
が速やかに解決しない場合は、サーバレポート を利用してください。サーバレポートには、AXIS 1650
の設定、接続されているプ リ ンタ、および現在のネッ ト ワーク設定などの情報が含まれており、問題の
解決に役立ちます。
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ト ラブルシューテ ィングとアップグレード

プ リ ン トサーバを正し く インス トールできない場合は、ト ラブルシューテ ィングの手順を試してみてく
ださい。 ト ラブルシューテ ィングは、 ［サポート ］ ページの ［手順］ リ ンクをク リ ッ ク して表示するこ
とができます。 ト ラブルシューテ ィングの手順を試した後もまだ問題が解決しない場合は、 サーバレ
ポート をお手元に用意して Axis技術サポートにお問い合わせください。

サーバレポート

サーバレポートは、お使いのプ リ ン トサーバ、および接続されているプ リ ンタの情報を含むドキュ メン
トです。 サーバレポートにはサポートに役立つ情報が含まれています。 Axis 技術サポートにお問い合
わせの際は、 サーバレポー ト をご用意の上、 問題の詳細をお知らせください。 ［サポー ト ］ ページの
［サーバレポート ］ リ ンクをク リ ッ ク し、サーバレポート と問題の詳細を電子メールで送ってください。

サーバレポート を送信するには、電子メールのアカウン ト、およびお使いのコンピュータにメールプロ
グラムがセッ ト アップされている必要があ り ます。 また、サーバレポートページへの リ ンクだけではな
く、 ページ全体を メールで送信するよ うにしてください。

Axis オンラインサービス

［製品ページ］ リ ンクをク リ ッ ク して、 お使いのプ リ ン トサーバに関する情報を入手して ください。

お問い合わせ

Axis ホームページには、 製品に関する最新の情報、 マニュアル、 FAQ、 ソフ ト ウェア、 技術情報など
が公開されています。

統計情報

［統計情報］ ページには、 AXIS 1650 のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クに関する情報、 また AXIS 1650 が
接続しているサーバや関連するサービスについての情報が表示されます。

［ネッ ト ワーク統計情報］ は、 AXIS 1650のデータ ト ラフ ィ ッ クに関する情報を表示します。

［ネッ ト ワーク接続ステータス］ は、 AXIS 1650が接続しているサーバやネッ ト ワークサービスの リ ス
ト を表示します。

ヘルプ

［ヘルプ一覧］ ページには、 AXIS 1650のオンラインヘルプの一覧が表示されます。
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FTP を利用して AXIS 1650 を管理する

15ページ 「IP アドレスを設定する」 の手順にしたがって AXIS 1650 に有効な IP アドレスを設定する
と、 FTP （File Transport Protocol） を利用してパラ メータ設定を変更できるよ うにな り ます。

config ファイルを編集する

以下の手順にしたがって、 FTP を利用して config ファ イルを編集して ください。

1. DOS 窓 （MS-DOS プロンプ ト、 コマンドプロンプ ト ） を開き、 以下のコマンドを入力して AXIS
1650にログオンします。

ftp < ホス ト名 > または ftp <IP アドレス >

2. ユーザ ID を入力します （デフォルトのユーザ名は rootです）。

3. デフォルトのパスワードを変更している場合は、 パスワードを入力します。

4. 以下のコマンドを入力し、 config ファ イルをホス トに転送します。
get config

5. テキス トエディ タを利用して、 config ファ イルを編集します。
6. 以下のコマンドを入力し、 AXIS 1650に編集した config ファ イルを保存します。

put config CONFIG

7. bye と入力して ftp コマンドを終了します。

送り先のファイル名は、 必ず大文字 （CONFIG） で指定して く ださい。 大文字で指定しなかった場合、 編集
は一時的なものとして扱われ、 AXIS 1650の電源を落とすと編集内容が失われてしまいます。
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次の例は、 DOS 窓から FTP を利用してお使いのホス トに config ファ イルを転送し、 AXIS 1650 に編
集後のファ イルを保存する方法を示しています。

FTPのヘルプ

上記の手順 3で help と入力する と、 利用可能なコマンドの リ ス トが表示されます。

> ftp npserver

connected to npserver.

220 AXIS 1650 FTP Print Server v1.0 Jul 20 2004 ready.

Name (npserver:thomas): root

230 User logged in

ftp> get config

200 PORT command successful.

150 Opening data connection for config (192,36,253,4,13,223), (mode ascii).

226 Transfer complete.

8588 bytes received in 0.24 seconds (35.63 kbytes/s)

ftp> put config CONFIG

200 PORT command successful.

150 Opening data connection for CONFIG (192,36,253,4,13,223), (mode ascii).

226 Transfer complete.

8588 bytes received in 0.45 seconds (19.04 kbytes/s)

ftp> bye

221 Goodbye.

>
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SNMP を利用して AXIS 1650 を管理する

SNMP （Simple Network Management Protocol） を利用して、 AXIS 1650 を リモートで監視 ・設定す
るこ とができます。 AXIS 1650の主な機能がすべてサポート されます。

一般的な情報

SNMP とは、 プロ ト コル、データベース構造の仕様、データオブジェク トの集合を含む、ネッ ト ワーク
管理のための基準の集ま り を指します。AXIS 1650の SNMPの実装は、TCP/IP ネッ ト ワークで動作し
ます。

管理は、 お使いのネッ ト ワーク上のホス トで動作する NMS （Network Management System） ソフ ト
ウェアで行われます。NMS ソフ ト ウェアは、1つ、または複数のオブジェク トへの参照である メ ッセー
ジを利用してネッ ト ワーク機器と通信を行います。

メ ッセージは、 機器に対する問い合わせや指示であった り、 機器の特定の事象を引き金とする警報で
あったり します。オブジェク トは、MIB （Management Information Base） と呼ばれるデータベースに
含まれます。 MIB-IIが標準的なデータベースです。

AXIS 1650は、 以下のMIB をサポート しています。

• MIB-II

• ホスト リソース MIB

• プリンタ MIB

• キヤノン社のMIB
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第 5章 テストボタン

テス トボタンは、 AXIS 1650の側面に備えられています。 テス トボタンを利用して、 AXIS 1650 を工
場出荷時の状態に リセッ トするこ とができます。

1. AXIS 1650の外部電源アダプタを取り外します。

2. テス トボタンを押しながら AXIS 1650の外部電源アダプタを接続し、 電源を入れます。

3. Network インディケータが点灯するまでテス トボタンを押し続けます （20秒程かかり ます）。

4. 外部電源アダプタを抜き差しして、 AXIS 1650 を再起動します。

重要！

工場出荷時の状態にリセッ ト しても、 ノードアドレス （NODE_ADDR.） パラ メータはリセッ ト されません。
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第 6章 ファームウェアをアップグレードする

AXIS 1650 のファームウェア * はフラ ッシュ メモリに保存されており、 AXIS 1650 の電源を落と した
後もデータは保持されます。フラ ッシュ メモリ を利用するこ とによってデータの消去および上書きが可
能とな り、 部品などを交換するこ とな くお使いの AXIS 1650 に新しいファームウェアをインス トール
するこ とができます。 ファームウェアのアップグレードは、 ネッ ト ワーク上の AXIS 1650 に単純に新
しいファームウェアをロードするだけで完了します。

AXIS 1650 のファームウェアは、 Axis のホームページ （http://www.axiscom.co.jp/） から無料でダウン
ロードするこ とができます。

警告！

* ファームウェアは、 プリン トサーバの機能を決定する内部ソフ トウェアです。

• ファームウェアのアップグレードを中断しないよう注意して く ださい。 アップグレードが中断された場
合、 修理が必要になることがあります。

• ファームウェアのアップグレードを行う前に、 プリン トサーバが印刷を実行していないことを確認して
く ださい。 印刷が実行されている場合は、 印刷が終了するのを待ってからフ ァームウェアのアップグ
レードを行って く ださい。
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FTP を利用してアップグレードする

• FTP を利用してネッ トワーク経由でアップグレードを行う前に、 新しいファームウェアを入手して く だ

さい。 ファームウェアのファイル名は、 製品名 _バージ ョ ン .binのようになります。

• AXIS 1650 に有効な IP アドレスを割り当ててお く必要があります。

以下のアップグレード手順では、 次の条件を例と して説明しています。

1. Axis のホームページから新しいファームウェアをダウンロード し、 作成したディレク ト リ （例 ：
C:¥Axis） にファ イルを保存します。

2. DOS窓 （MS-DOSプロンプ ト、 コマンドプロンプ ト ） を開きます。 C: ド ライブで作業しているこ
とを確認してください （c: と入力して Enter キーを押すと C: ド ライブに移動します）。

3. cd Axis と入力して Enter キーを押します。

4. dir と入力して Enter キーを押します。 Axis ディ レク ト リに含まれているファ イルの一覧が表示
されます。

5. ftp 192.168.70.113 と入力して AXIS 1650にログオンします。

6. ユーザ名を入力します （デフォルトのユーザ名は rootです）。 Enter キーを押します。

7. デフォルトのパスワードを変更している場合は、 パスワードを入力して Enter キーを押します。

8. bin と入力して転送モードを変更します。 Enter キーを押します。

9. hash と入力して Enter キーを押します。

10. put コマンドを利用してファ イルをアップロード します。

put 1650_1_00.bin FLASH と入力して Enter キーを押します。

11. DOS 窓に、 Transfer complete, flash programming finished OK. という メ ッセージが表

示されます。

12. AXIS 1650は、 約 5秒後に新しいファームウェアを利用して再起動します。

• プリン トサーバの種類 ： AXIS 1650

• プリン トサーバの IP アドレス ： 192.168.70.113

• 新しいファームウェアのファイル名 ： 1650_1_00.bin

• ファームウェアの保存先 ： C:¥Axis 
（お使いのコンピュータのハードデ ィ スクに 「Axis」 ディ レク ト リ を作成し、 ダウンロード した
ファームウェアを Axisディレク ト リに保存しています。）
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13. DOS窓に新しい ftpプロンプ トが表示され、 アップグレードが正し く行われたこ とを示します。

14. Bye と入力して FTP セッシ ョ ンを終了します。

注意 ：

• アップグレードに失敗した場合は、 上記のアップグレード手順をも う一度行って く ださい。

• アップグレードに失敗した後に AXIS 1650 にアクセスできな く なった場合は、 AXIS 1650 を再起動して
からも う一度アクセスして く ださい。

• Network インディケータが 0.5 秒間隔で点滅している場合、 AXIS 1650 はプリン トジ ョ ブを処理するこ
とができません。 上記のアップグレード手順をも う一度行って く ださい。
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付録 A ユニキャスト通信を使用する

AXIS CAPT Print Monitorはブロードキャス トによる通信を使用し、 AXIS 1650 からのステータス情
報をネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クを増やすこ とな く複数のユーザで共有するこ とを可能にします。

AXIS 1650は、 デフォルトでブロードキャス ト通信を使用します。

ブロードキャス ト通信の使用が望まし くないと考えられる環境では、ユニキャス トモードを使用してく
ださい。 ただし、 ユニキャス トモードを使用する と、 ネッ ト ワークの負荷が増加します。

ユニキャス ト通信を有効にするには、 AXIS 1650 で設定の変更を行ってください。 また、 AXIS CAPT
Print Monitor のインス トール時に、 ユニキャス ト を使用するためのオプシ ョ ンを選択する必要があ り
ます。

以下の手順にしたがって、 ユニキャス ト通信を有効にしてください。

1. DOS 窓 （MS-DOS プロンプ ト、 コマンドプロンプ ト ） を開きます。 C:¥< ディレク ト リ名 > と入

力して Enter キーを押し、 設定ファイルを保存するディ レク ト リに移動します。

2. ftp <IP アドレス > と入力し、 Enter キーを押して AXIS 1650にログオンします。
<IP アドレス >には、 お使いの AXIS 1650に設定されている IP アドレスを入力します。

3. ユーザ名を入力します （デフォルトのユーザ名は rootです）。 Enter キーを押します。

4. デフォルトのパスワードを変更している場合は、 パスワードを入力して Enter キーを押します。

5. get config と入力して設定ファイルを取得します。

6. 設定ファイルを保存したディレク ト リに config とい う名前のファ イルがあるこ とを確認します。

重要！ネッ トワークに関する設定は、 ネッ トワーク管理者が行うようにして く ださい。

AXIS 1610および AXIS 1611は、 ユニキャス トモードに対応していません。
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7. テキス トエディ タを利用して config ファ イルを開きます。

8. USE_IP_PORT_NAME.パラ メータを探します。パラ メータの右側の値を、 NOから YESに変更し
ます。

9. 編集が終了したら、 ファ イル名を変更せずに （configのまま） 保存します。

10. DOS窓に戻り、 以下のコマンドを実行して設定ファイルを AXIS 1650にアップロード します。 
put config CONFIG

11. bye と入力して FTP セッシ ョ ンを終了します。

送り先のファイルは大文字 （CONFIG） で指定して く ださい。 大文字で指定しなかった場合、 編集は一
時的なものとなり、 AXIS 1650の電源を落とすと変更が失われます。

注意 ：上記の設定変更を行う と、 プリン トサーバ名 （PS_NAME.） の値が変更されます。 プリン トサー
バ名には、 AXIS 1650の IP アドレスのピリオド （.） をアンダースコア （_） で置き換えた値が表示され
ます。 た と えば、 192.168.3.191 とい う IP ア ド レスを持つ AXIS 1650 のプ リ ン ト サーバ名は、
192_168_3_191のように表示されます。

このパラ メータを NOから YES に変更します。
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12. AXIS CAPT Print Monitor をお使いのコンピュータにインス トールします。 AXIS CAPT Print
Monitorは AXIS 1650 CDに収録されています。 また、 Axis のホームページからダウンロードす
るこ とができます （http://www.axiscom.co.jp/）。 

13. インス トール手順の途中で、 ［ユニキャス ト通信モードの設定］ 画面が表示されます。 ［ユニキャス
ト通信モードを使用する］ にチェ ッ クを付けて ［次へ］ をク リ ッ ク します。

14. ウ ィザードの指示にしたがってインス トールを終了します。
15. Windows XP Professional Edition/Server 2003 ：

［スター ト ］ - ［プ リ ンタ と FAX］ - ［プ リ ンタのインス トール］ を ク リ ッ ク し、 プ リ ンタの追加
ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

Windows XP Home Edition ：

［スタート ］ - ［コン ト ロールパネル］ - ［プ リ ンタ と FAX］ - ［プ リ ンタのインス トール］ をク リ ッ
ク し、 プ リ ンタの追加ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

Windows 2000: 

［スタート ］ - ［設定］ - ［プ リ ンタ］ を選択し、 ［プ リ ンタの追加］ アイコンをダブルク リ ッ ク して
プ リ ンタの追加ウ ィザードを起動します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

16. ［このコンピュータに接続されているローカルプ リ ンタ］ を選択します。［プラグアンドプレイ対応
プ リ ンタを自動的に検出してインス トールする］ のチェ ッ クが外れている こ とを確認して くださ
い。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
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17. プ リ ンタポートの選択画面が表示されます。 ［新しいポートの作成］ を選択し、 ポートの種類から
AXIS CAPT Port を選択します。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

18. ［AXIS CAPT Port - プ リ ンタポートの追加］ 画面が表示されます。お使いの AXIS 1650の IP アド
レスを入力します。

19. プ リ ンタの製造元とモデルを選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
選択したド ラ イバが既にコンピュータにインス トールされている場合、既存のド ライバを使用する
か、 新しいド ラ イバに置き換えるかを選択する画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

20. プ リ ンタの名前を入力する画面が表示されます。適切なプ リ ンタ名を入力し、 また、 インス トール
中のプ リ ンタを通常使うプ リ ンタ と して利用するかど うか選択します。［次へ］ をク リ ッ ク します。

21. プ リ ンタの共有を指定する画面が表示されます。 ［次へ］ をク リ ッ ク します。
22. テス トページの印刷画面が表示されます。 ［はい］ をク リ ッ ク してテス トページを印刷し、 プ リ ン

タが正し く インス トールされているこ とを確認して ください。 ［次へ］ をク リ ッ ク し、 ［完了］ をク

リ ッ ク してプ リ ンタの追加ウ ィザードを終了します。
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付録 B Windows XP SP2のWindows ファイアウォール

お使いのコンピュータにWindows XP Service Pack 2 （SP2） を適用した場合、 ブロードキャス ト通信
を行う際にセキュ リ テ ィセンターの設定で UDP ポート （10260） を開ける必要があ り ます。 ユニキャ
ス ト通信の場合は、 ファ イアウォールは閉じたまま とな り ます。

以下の手順にしたがって、 ファ イアウォールの設定を行ってください。

1. ［スタート ］ - ［コン ト ロールパネル］ - ［セキュ リ テ ィセンター］ を開きます。

2. ［Windows ファ イアウォール］ をク リ ッ ク します。

AXIS CAPT Print Monitorのインス トール時に、 ［Windows ファイアウォール］ 画面でオプシ ョ ンを有効にし
て AXIS CAPT Print Monitor をインストールした場合、 AXIS CAPT Print Monitor 用に UDP ポート （10260）
が自動的に開けられます。AXIS CAPT Print Monitorのインス トールについて詳し くは、23ページ 「Windows
2000、 XP、 Server 2003 で AXIS CAPT Print Monitor を利用する」 を参照して く ださい。
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3. ［有効 （推奨）］ オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認してください。 また、 ［例外を許可しない］
にチェ ッ クが付いていないこ とを確認してください。

4. ［例外］ タブをク リ ッ ク し、 AXIS CAPT Port を選択します。

5. ［OK］ をク リ ッ ク してWindows ファ イアウォールの画面を閉じます。
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注意 ：

AXIS CAPT Port を誤って削除してしまった場合は、 ［Windows ファイアウォール］ - ［例外］ タブを選択し、
［ポートの追加 ...］ をクリ ックして AXIS CAPT Port を再作成して く ださい。
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技術仕様

対応するプリンタ

AXIS 1650 は、 キヤノン製プ リ ンタおよび複合機をネッ ト ワークに接続するために開発されたプ リ ン
ト サーバです。 AXIS 1650 はホ ス ト ベースの印刷方法であ る CAPT （Canon Advanced Printing
Technology） および Canon Advanced Raster Printing Systemに対応しています。

対応するシステム

Microsoft Windows ：

Windows 98、 Windows Me、 Windows 2000、 Windows XP、 Windows Server 2003。
印刷方法 ： LPR、 Raw TCP、 Microsoft Windowsにおける TCP/IP上の CAPT。

WWW ：

Netscape Communicator 4.7以上、 Internet Explorer 4.0以上。

対応するプロ ト コル

Windows ： TCP/IP、 WINS。
TCP/IP ：LPD、FTP、BOOTP、ARP、RARP、DHCP、 ICMP、 IGMP、 IP、TCP、UDP、HTTP、SLP、SNMP、
Raw TCP、 DNS、 DDNS。

ネッ トワーク管理

Web ブラウザ、 または FTP を利用したプ リ ン トサーバ、 プ リン トジ ョブ、 プ リ ンタステータスの表示
および管理。

対応する言語

英語、 日本語。

論理ネッ トワーク接続

ネッ ト ワーク速度を自動検知する NWayに対応。 Ethernet II フレームタイプを使用、 全二重。

物理ネッ トワーク接続

10BASE-T イーサネッ ト 、 100BASE-TX ファース ト イーサネッ トのための RJ-45 コネクタ （カテゴ リ
5 シールド付きツイス トペアケーブル ）。

重要 ： キヤノン製以外のプリンタには対応していません。
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プリンタポート

• USB 1.1および USB 2.0 で動作する USBポートを 1つ備えています（Low-Speed と Full-Speed に対
応）。 付属の USB ケーブルも Low-Speed と Full-Speed に対応。 Hi-Speedには対応していません。

• プリンタのパラレルポートに直接接続することができる、 高速 IEEE 1284互換パラレルポートを 1
つ備えています。

消費電力

最大 5.6 W。 専用外部電源 （PS-H ： 5.1V DC 2000 mA） よ り供給。

寸法

高さ×幅×奥行 ： 29mm× 62mm× 117mm、 重さ ： 81g

動作環境

温度 ： 5～ 40℃

認可 （EMC）
EN 55 024:1998 
EN 55 022:1998 + A1 (CISPR 22:1997 + A1) Class B 
EN 61000-3-2:2000
EN 61000-3-3:1995+A1
VCCI:2002 Class B ITE (CISPR 22:1997 + A1:2000, Class B
C-tick AS/NZS 3548 
FCC part 15, subpart B, Class B, demonstrated by compliance with EN 55022:1998 (CISPR 22:1997)
Class B.

安全性

EN 60950, approved power supplies for all countries.

ハードウェア

32 ビッ ト 100 MHz AXIS ETRAX 100LX RISC コン ト ローラ。 2Mバイ ト フラ ッシュ メモリ、 8Mバイ
ト RAM。

フロン トパネル

LED インディケータが 2つ （Power、 Network）。
工場出荷時の状態に リセッ トするためのテス トボタン。

すべての仕様は予告なく変更される場合があ り ます。
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保証について

AXIS 1650 は、 お買い上げ頂いてから一年間、 センドバッ クによる無償保証が付いており ます。 ただ
し、 製品に付属の 「お客様登録カード」 をお送り頂いた方のみのサポート とな り ます。 また、有償で保
証期間を一年間だけ延長するこ とができます。 詳し くは、 お買い上げの販売店にご連絡ください。 な
お、 保証期間終了後の故障に関しては、 実費負担とな り ます。
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